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徳
島
県
告
示
第
五
百
九
十
七
号

林
業
種
苗
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
九
月
十
一
日
に
、
生
産
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
登
録

し
た
。令

和
二
年
十
月
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

登
録

生

産

事

業

者

生
産
事
業
の
内
容

事

業

所

番
号

氏

名

住

所

苗

木

名

称

所
在
地

６

那
賀
郡
那
賀
町
谷
内
字
下
傍
示

幼
苗
及
び
幼
苗
以
外

那
賀
郡
那
賀
町
谷
内
字
下
傍
示

０

飯
島

好

飯
島

好

６

七
七

谷
内
住
宅
Ｂ
号

の
苗
木
の
育
成

七
七

谷
内
住
宅
Ｂ
号



徳
島
県
告
示
第
五
百
九
十
八
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
八
条
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
加
入
区
の
特
定
第
二
号
漁
業
者

の
同
意
が
法
第
百
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
る
の
で
、
公
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業

加
入
区
の
名
称

加
入
区
の
区
域

漁

業

の

区

分

北
灘
町
大
浦
加
入
区

北
灘
漁
業
協
同
組
合

ま
き
網
を
使
用
し
て
行
う
漁
業
（
使
用
す
る
漁
船
の
合
計
総
ト

の
地
区
の
う
ち
北
灘

ン
数
が
二
十
ト
ン
以
上
百
ト
ン
未
満
の
も
の
）
及
び
小
型
定
置

町
宿
毛
谷
、
大
浦
及

漁
業

び
烏
ヶ
丸
の
区
域

北
灘
町
粟
田
加
入
区

北
灘
漁
業
協
同
組
合

小
型
定
置
漁
業

の
地
区
の
う
ち
北
灘

町
粟
田
の
区
域

福
村
加
入
区

福
村
漁
業
協
同
組
合

小
型
定
置
漁
業
以
外
の
漁
業
（
使
用
す
る
漁
船
の
合
計
総
ト
ン

の
地
区

数
が
十
ト
ン
未
満
の
も
の
）

東
由
岐
加
入
区

東
由
岐
漁
業
協
同
組

同

合
の
地
区



徳
島
県
告
示
第
五
百
九
十
九
号

次
の
者
の
申
請
に
係
る
徳
島
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
二
年
十
月
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

申
請
人
の
住
所
及
び
氏
名

地

区

名

工

事

の

完

了

年

月

日

徳
島
市
方
上
町
大
食
八
番
地
一

勝
占
地
区

令
和
二
年
二
月
六
日

井
上
武
ほ
か
二
十
二
名



徳
島
県
告
示
第
六
百
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
次
の

よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

那
賀
郡
那
賀
町
寺
内
字
立
石
谷
六
六
、
七
二
、
七
五

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
立
石
谷
六
六
・
七
二
・
七
五
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産

部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
及
び
那
賀
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
六
百
一
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
次
の

よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

那
賀
郡
那
賀
町
白
石
字
山
神
西
平
二
、
三
、
四
の
二
、
七
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
山
神
西
平
二
・
三
・
四
の
二
・
七
の
二
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

。
）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産

部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
及
び
那
賀
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
六
百
二
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
次
の

よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

吉
野
川
市
美
郷
字
湯
下
三
五
の
二
、
三
八
、
三
〇
一
、
三
〇
四

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
湯
下
三
五
の
二
、
三
八
・
三
〇
一
・
三
〇
四
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。
）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産

部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
及
び
吉
野
川
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
六
百
三
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
次
の

よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

阿
波
市
市
場
町
上
喜
来
字
北
谷
二
三
三
九
の
一
、
二
三
七
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
北
谷
二
三
三
九
の
一
・
二
三
七
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産

部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
及
び
阿
波
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
六
百
四
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
の
通
知
を
受
け

た
の
で
、
同
法
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
次

の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

板
野
郡
上
板
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

上
板
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産

部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
及
び
上
板
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
六
百
五
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
の
通
知
を
受
け

た
の
で
、
同
法
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
次

の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

鳴
門
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

鳴
門
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産

部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
及
び
鳴
門
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
六
百
六
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
の
通
知
を
受
け

た
の
で
、
同
法
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
次

の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

美
馬
市
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

干
害
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産

部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
及
び
美
馬
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



教
育
委
員
会
公
告

令
和
三
年
度
徳
島
県
立
学
校
実
習
助
手
採
用
候
補
者
選
考
審
査
要
綱

徳
島
県
教
育
委
員
会

一

募
集
対
象
及
び
採
用
人
数

普
通
、
農
業
及
び
理
容

各
一
名
程
度

二

職
務
内
容

１

実
習
助
手
（
普
通
）
に
つ
い
て
は
、
普
通
科
を
置
く
高
等
学
校
等
に
お
い
て
、
主
に
理
科
な
ど
の

実
験
及
び
実
習
を
行
う
教
科
に
つ
い
て
、
教
諭
の
職
務
を
助
け
る
と
と
も
に
、
実
験
室
、
実
習
室
、

道
具
等
の
整
備
及
び
管
理
な
ど
を
行
う
。

２

実
習
助
手
（
農
業
）
に
つ
い
て
は
、
農
業
に
関
す
る
学
科
を
置
く
高
等
学
校
等
に
お
い
て
、
野
菜

、
草
花
、
果
樹
等
の
栽
培
、
畜
産
、
林
業
、
食
品
製
造
等
の
実
習
に
つ
い
て
、
教
諭
の
職
務
を
助
け

る
と
と
も
に
、
実
習
室
、
農
場
、
道
具
等
の
整
備
、
管
理
な
ど
を
行
う
。

３

実
習
助
手
（
理
容
）
に
つ
い
て
は
、
理
容
科
を
置
く
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
、
理
容
に
関
す
る

実
習
を
行
う
科
目
に
つ
い
て
、
教
諭
の
職
務
を
助
け
る
と
と
も
に
、
実
習
室
・
道
具
等
の
整
備
、

管
理
な
ど
を
行
う
。

三

出
願
資
格

次
の
１
か
ら
３
を
満
た
す
者

１

地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
及
び
学
校
教
育
法
第
九
条
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
者

２

昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

３

高
等
学
校
卒
業
（
卒
業
見
込
み
を
含
む
。
）
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
者

た
だ
し
、
「
理
容
」
に
つ
い
て
は
、
理
容
師
免
許
を
有
す
る
者
に
限
る
。

な
お
、
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
選
考
に
お
い
て
、
障
が
い

の
種
類
及
び
程
度
に
応
じ
た
配
慮
を
行
う
。

四

出
願
期
間

令
和
二
年
十
一
月
二
日
（
月
）
か
ら
同
月
十
六
日
（
月
）
ま
で

出
願
は
、
全
て
郵
送
（
簡
易
書
留
郵
便
）
に
よ
る
も
の
と
し
、
令
和
二
年
十
一
月
十
六
日
（
月
）
ま

で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
る
。

五

出
願
手
続

次
の
１
か
ら
７
の
う
ち
該
当
す
る
書
類
を
簡
易
書
留
郵
便
で
郵
送
す
る
こ
と
。

な
お
、
封
筒
に
は
「
出
願
書
類
在
中
」
と
朱
書
き
す
る
こ
と
。

出
願
先

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
教
育
委
員
会

教
職
員
課

県
立
学
校
人
事
担
当

１

志
願
書
及
び
履
歴
書
（
所
定
の
も
の
で
、
写
真
貼
付
の
こ
と
。
）

写
真
は
、
縦
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
横
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
脱
帽
、
上
半
身
）
で
六
箇
月
以

内
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

受
審
票
（
所
定
の
も
の
で
、
写
真
は
審
査
当
日
に
貼
付
し
て
持
参
す
る
こ
と
。
）

３

自
己
ア
ピ
ー
ル
文
（
所
定
の
も
の
で
、
志
望
動
機
や
抱
負
も
含
め
て
記
入
す
る
こ
と
。
）

４

最
終
学
校
の
卒
業
（
修
了
）
証
明
書
又
は
卒
業
（
修
了
）
見
込
証
明
書

５

最
終
学
校
の
成
績
証
明
書
。
卒
業
（
修
了
）
見
込
者
は
、
現
在
ま
で
の
成
績
証
明
書
（
成
績
証
明

書
に
単
位
数
記
載
の
な
い
場
合
は
、
別
に
単
位
修
得
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
。
）



６

審
査
結
果
通
知
用
封
筒
（
長
形
三
号

十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
二
十
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

。
住
所
及
び
氏
名
を
明
記
し
、
四
百
四
円
切
手
を
貼
付
の
こ
と
。
）

７

「
身
体
障
害
者
手
帳
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
は
、
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
の
写
し
及
び
受
審

の
際
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
事
項
を
明
記
し
た
も
の
（
様
式
は
自
由
で
Ａ
四
判
一
枚
。
氏
名
を
明
記

す
る
こ
と
。
）

六

審
査
期
日
及
び
会
場

１

筆
記
審
査

令
和
二
年
十
二
月
十
二
日
（
土
）

徳
島
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

三
階

研
修
室
（
板
野
郡
板
野
町
犬
伏
字
東
谷
一
―
七
）

２

面
接
審
査

令
和
二
年
十
二
月
十
二
日
（
土
）
、
十
三
日
（
日
）

徳
島
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

三
階

研
修
室
（
板
野
郡
板
野
町
犬
伏
字
東
谷
一
―
七
）

七

審
査
日
程

１

筆
記
審
査

令
和
二
年
十
二
月
十
二
日
（
土
）

㈠

受
付

午
前
九
時
十
分
か
ら
午
前
九
時
三
十
分
ま
で

㈡

諸
注
意

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
前
九
時
四
十
分
ま
で

㈢

筆
記
審
査
Ⅰ
（
教
養
・
専
門
）

午
前
九
時
四
十
分
か
ら
午
前
十
一
時
十
分
ま
で

㈣

筆
記
審
査
Ⅱ
（
小
論
文
）

午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
零
時
三
十
分
ま
で

２

面
接
審
査

令
和
二
年
十
二
月
十
二
日
（
土
）
、
十
三
日
（
日
）

面
接
審
査
の
日
時
に
つ
い
て
は
、
受
審
票
に
記
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
連
絡
す
る
。

八

審
査
内
容

１

筆
記
審
査

㈠

教
養
（
一
般
教
養
・
教
職
教
養
）
及
び
専
門
に
関
す
る
問
題

な
お
、
専
門
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

・
「
普
通
」
は
、
理
科
な
ど
の
基
礎
知
識
に
関
す
る
内
容

・
「
農
業
」
は
、
農
業
の
基
礎
知
識
に
関
す
る
内
容

・
「
理
容
」
は
、
特
別
支
援
教
育
及
び
理
容
の
基
礎
知
識
に
関
す
る
内
容

㈡

小
論
文
（
課
題
に
つ
い
て
六
百
字
以
内
）

２

面
接
審
査

人
物
、
識
見
等
、
実
習
助
手
と
し
て
の
適
格
性
を
審
査
す
る
。

九

審
査
結
果
の
通
知

審
査
結
果
を
総
合
的
に
判
定
し
て
採
用
候
補
者
を
決
定
し
、
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
し
、
令
和
三

年
一
月
二
十
九
日
（
金
）
午
後
二
時
に
県
庁
西
側
の
掲
示
板
に
発
表
す
る
と
と
も
に
、
同
日
、
受
審
者

全
員
に
審
査
結
果
を
文
書
で
通
知
す
る
。
ま
た
、
採
用
候
補
者
は
、
徳
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
す
る
。

十

審
査
結
果
の
開
示

不
合
格
者
は
、
審
査
結
果
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
、
口
頭
に
よ
る
開
示
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
開
示
請
求
は
、
本
人
に
限
る
。



１

開
示
の
内
容

総
合
得
点
及
び
総
合
順
位

２

受
付
期
間
及
び
受
付
時
間

審
査
結
果
発
表
の
日
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
間
。
た
だ
し
、
期
間
中
の
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日

を
除
き
、
毎
日
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
。

３

受
付
場
所

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課
（
県
庁
九
階
）

４

本
人
を
確
認
す
る
た
め
に
提
示
を
求
め
る
書
類

受
審
票
又
は
本
人
の
顔
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
証
明
書
類
（
運
転
免
許
証
、
学
生
証
、
旅
券
等
）

十
一

そ
の
他

１

身
体
等
の
事
情
に
よ
り
、
受
審
に
際
し
て
特
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
者
は
事
前
に
相
談
す
る
こ
と

。
２

採
用
候
補
者
は
、
後
日
指
定
す
る
日
ま
で
に
健
康
診
断
書
等
を
提
出
す
る
こ
と
。

３

自
然
災
害
等
に
よ
り
、
審
査
日
程
の
変
更
等
が
あ
る
場
合
は
、
徳
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
ら

せ
る
の
で
、
留
意
す
る
こ
と
。

４

こ
の
選
考
審
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
教
育
委
員
会

教
職
員
課

県
立
学
校
人
事
担
当

（
電
話

〇
八
八
―
六
二
一
―
三
一
三
三
）



教
育
委
員
会
公
告

令
和
三
年
度
徳
島
県
立
特
別
支
援
学
校
寄
宿
舎
指
導
員
採
用
候
補
者
選
考
審
査
要
綱

徳
島
県
教
育
委
員
会

一

採
用
人
数

一
名
程
度

二

職
務
内
容

特
別
支
援
学
校
の
寄
宿
舎
に
お
け
る
幼
児
、
児
童
又
は
生
徒
の
食
事
、
入
浴
、
着
替
え
等
の
日
常
生

活
に
関
す
る
こ
と
や
、
余
暇
時
間
及
び
自
主
学
習
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
支
援
及
び
指
導
を
行
う
と

と
も
に
、
寄
宿
舎
で
の
行
事
に
関
す
る
企
画
及
び
運
営
、
支
援
計
画
及
び
指
導
記
録
簿
の
作
成
並
び
に

安
全
管
理
に
関
す
る
こ
と
に
従
事
す
る
。
ま
た
、
就
寝
支
援
、
舎
内
巡
視
等
の
宿
直
業
務
を
行
う
。

三

出
願
資
格

次
の
１
か
ら
４
の
全
て
を
満
た
す
者

１

地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
及
び
学
校
教
育
法
第
九
条
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
者

２

昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

３

大
学
、
短
期
大
学
若
し
く
は
専
修
学
校
の
専
門
課
程
を
卒
業
若
し
く
は
修
了
し
た
者
（
令
和
二
年

度
卒
業
又
は
修
了
見
込
み
の
者
を
含
む
。
）
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
教
育
委
員
会
が
認
め

た
者

４

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

㈠

幼
稚
園
教
諭
、
小
学
校
教
諭
、
中
学
校
教
諭
、
高
等
学
校
教
諭
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
（
盲
学

校
教
諭
、
聾
学
校
教
諭
又
は
養
護
学
校
教
諭
）
、
養
護
教
諭
又
は
栄
養
教
諭
の
普
通
免
許
状
を
有

す
る
者
（
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者
を
含
む
。
）

㈡

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
若
し
く
は
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
（
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
者
を
含
む
。
）
又
は
こ
れ
と
同
等
の
資
格
を
有
す
る
と
教
育
委
員
会
が
認
め

た
者

な
お
、
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
選
考
に
お
い
て
、
障
が
い

の
種
類
及
び
程
度
に
応
じ
た
配
慮
を
行
う
。

四

出
願
期
間

令
和
二
年
十
一
月
二
日
（
月
）
か
ら
同
月
十
六
日
（
月
）
ま
で

出
願
は
、
全
て
郵
送
（
簡
易
書
留
郵
便
）
に
よ
る
も
の
と
し
、
令
和
二
年
十
一
月
十
六
日
（
月
）
ま

で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
る
。

五

出
願
手
続

次
の
１
か
ら
８
の
書
類
を
簡
易
書
留
郵
便
で
郵
送
す
る
こ
と
。

な
お
、
封
筒
に
は
「
出
願
書
類
在
中
」
と
朱
書
き
す
る
こ
と
。

出
願
先

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
教
育
委
員
会

教
職
員
課

県
立
学
校
人
事
担
当

１

志
願
書
及
び
履
歴
書
（
所
定
の
も
の
で
、
写
真
貼
付
の
こ
と
。
）

写
真
は
、
縦
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
横
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
脱
帽
、
上
半
身
）
で
六
箇
月
以

内
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

受
審
票
（
所
定
の
も
の
で
、
写
真
は
審
査
当
日
に
貼
付
し
て
持
参
す
る
こ
と
。
）

３

自
己
ア
ピ
ー
ル
文
（
所
定
の
も
の
で
、
志
望
動
機
や
抱
負
も
含
め
て
記
入
す
る
こ
と
。
）



４

最
終
学
校
の
卒
業
（
修
了
）
証
明
書
又
は
卒
業
（
修
了
）
見
込
証
明
書

５

最
終
学
校
の
成
績
証
明
書
。
卒
業
（
修
了
）
見
込
者
は
、
現
在
ま
で
の
成
績
証
明
書
（
成
績
証
明

書
に
単
位
数
記
載
の
な
い
場
合
は
、
別
に
単
位
修
得
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
。
）

６

出
願
資
格
４
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

７

審
査
結
果
通
知
用
封
筒
（
長
形
三
号

十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
二
十
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

。
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、
四
百
四
円
切
手
を
貼
付
の
こ
と
。
）

８

「
身
体
障
害
者
手
帳
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
は
、
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
の
写
し
及
び
受
審

の
際
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
事
項
を
明
記
し
た
も
の
（
様
式
は
自
由
で
Ａ
四
判
一
枚
。
氏
名
を
明
記

す
る
こ
と
。
）

六

審
査
期
日
及
び
会
場

１

筆
記
審
査

令
和
二
年
十
二
月
十
二
日
（
土
）

徳
島
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

三
階

研
修
室
（
板
野
郡
板
野
町
犬
伏
字
東
谷
一
―
七
）

２

面
接
審
査

令
和
二
年
十
二
月
十
二
日
（
土
）
、
十
三
日
（
日
）

徳
島
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

三
階

研
修
室
（
板
野
郡
板
野
町
犬
伏
字
東
谷
一
―
七
）

七

審
査
日
程

１

筆
記
審
査

令
和
二
年
十
二
月
十
二
日
（
土
）

㈠

受
付

午
前
九
時
十
分
か
ら
午
前
九
時
三
十
分
ま
で

㈡

諸
注
意

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
前
九
時
四
十
分
ま
で

㈢

筆
記
審
査
Ⅰ
（
教
養
・
専
門
）

午
前
九
時
四
十
分
か
ら
午
前
十
一
時
十
分
ま
で

㈣

筆
記
審
査
Ⅱ
（
小
論
文
）

午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
零
時
三
十
分
ま
で

２

面
接
審
査

令
和
二
年
十
二
月
十
二
日
（
土
）
、
十
三
日
（
日
）

面
接
審
査
の
日
時
に
つ
い
て
は
、
受
審
票
に
記
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
連
絡
す
る
。

八

審
査
内
容

１

筆
記
審
査

㈠

教
養
（
一
般
教
養
・
教
職
教
養
）
及
び
専
門
に
関
す
る
問
題
（
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を

支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
や
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
問
題
）

㈡

小
論
文
（
課
題
に
つ
い
て
六
百
字
以
内
）

２

面
接
審
査

人
物
、
識
見
等
、
寄
宿
舎
指
導
員
と
し
て
の
適
格
性
を
審
査
す
る
。

九

審
査
結
果
の
通
知

審
査
結
果
を
総
合
的
に
判
定
し
て
採
用
候
補
者
を
決
定
し
、
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
し
、
令
和
三

年
一
月
二
十
九
日
（
金
）
午
後
二
時
に
県
庁
西
側
の
掲
示
板
に
発
表
す
る
と
と
も
に
、
同
日
、
受
審
者

全
員
に
審
査
結
果
を
文
書
で
通
知
す
る
。
ま
た
、
採
用
候
補
者
は
、
徳
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
す
る
。

十

審
査
結
果
の
開
示

不
合
格
者
は
、
審
査
結
果
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
、
口
頭
に
よ
る
開
示
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き



る
。
開
示
請
求
は
、
本
人
に
限
る
。

１

開
示
の
内
容

総
合
得
点
及
び
総
合
順
位

２

受
付
期
間
及
び
受
付
時
間

審
査
結
果
発
表
の
日
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
間
。
た
だ
し
、
期
間
中
の
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日

を
除
き
、
毎
日
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
。

３

受
付
場
所

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課
（
県
庁
九
階
）

４

本
人
を
確
認
す
る
た
め
に
提
示
を
求
め
る
書
類

受
審
票
又
は
本
人
の
顔
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
証
明
書
類
（
運
転
免
許
証
、
学
生
証
、
旅
券
等
）

十
一

そ
の
他

１

身
体
等
の
事
情
に
よ
り
、
受
審
に
際
し
て
特
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
者
は
事
前
に
相
談
す
る
こ
と

。
２

採
用
候
補
者
は
、
後
日
指
定
す
る
日
ま
で
に
健
康
診
断
書
等
を
提
出
す
る
こ
と
。

３

自
然
災
害
等
に
よ
り
、
審
査
日
程
の
変
更
等
が
あ
る
場
合
は
、
徳
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
ら

せ
る
の
で
、
留
意
す
る
こ
と
。

４

こ
の
選
考
審
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
教
育
委
員
会

教
職
員
課

県
立
学
校
人
事
担
当

（
電
話

〇
八
八
―
六
二
一
―
三
一
三
三
）



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
二
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

芝

山

日

出

髙

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

会
計
責
任
者

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

の

氏

名

令

和

二

年

徳

島

県

改

革

協

議

会

庄

野

昌

彦

黒

﨑

章

徳
島
市
昭
和
町
三
丁
目
一－

二

八

月

二

十

八

日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同

法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
二
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

芝

山

日

出

髙

一

政
党
の
支
部

異

動

の

内

容

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

異
動
年
月
日

新

旧

自

由

民

主

党

徳

島

県

自

由

民

主

党

徳

島

県

政
治
団
体
の
名
称

電

気

通

信

支

部

電

気

通

信

職

域

支

部

自

由

民

主

党

徳

島

県

令

和

二

年

谷

藤

隆

代
表
者
の
氏
名

谷

藤

隆

三

馬

定

芳

電

気

通

信

支

部

八

月

五

日

主
た
る
事
務
所
の

三
好
郡
東
み
よ
し
町
足
代
一
二

板
野
郡
北
島
町
太
郎
八
須
字
鍋

所
在
地

八
一

川
三
〇－

四
〇

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

異

動

の

内

容

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

異
動
年
月
日

新

旧

新
し
い
時
代
に
新
し
い
県
政
を

会
計
責
任
者
の

平

成

三

十

一

年

藤

本

圭

河

野

麻

美

今

川

義

憲

創
る
会

氏
名

二

月

十

二

日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
六
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
二
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

芝

山

日

出

髙

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政

治

団

体

の

名

称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

新

し

い

時

代

に

新

し

い

県

政

を

創

る

会

藤

本

圭

令

和

二

年

八

月

十

五

日



徳島県選挙管理委員会告示第６１号

公職選挙法（昭和２５年法律第１００号）第１９２条第１項の規定により提出のあった

平成３１年４月７日執行の徳島県議会議員一般選挙における候補者の選挙運動に関する収

支報告書について，候補者井川龍二の出納責任者井川宏治，候補者寺井正邇の出納責任者

寺井良仁及び候補者元木章生の出納責任者細川初子から訂正の報告があったので，平成３

１年４月７日執行の徳島県議会議員一般選挙における候補者の選挙運動に関する収支報告

書の要旨を公表する件（令和元年徳島県選挙管理委員会告示第４１号）の一部を次のとお

り訂正する。

令和２年１０月２日

徳島県選挙管理委員会委員長 芝 山 日 出 髙



5,696,600円

580,000 円
（職　業）

50,000 円
井川龍二後援会 政治団体 円
自由民主党 政党 円 50,000 円
徳島県連
宇野　眞史 農業 円 0 円
伊月　和一 無職 円
粟田　理 無職 円 0 円
杉原　順一 無職 50,000 円
武田　文雄 商業 円 0 円

　　印　刷　費 661,080 円

　　広　告　費 190,000 円

　　文　具　費 0 円

　　食　糧　費 48,200 円

　　休　泊　費 0 円

　　雑　　　費 95,723 円

円

円

円 1,625,003 円

円 0 円

円 1,625,003 円

円
円
円

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１　選挙の種類　　平成３１年４月７日執行　徳島県議会議員一般選挙（徳島選挙区）

２　公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額（法定選挙運動費用額）

３　報告書の要旨

候 補 者 氏 名 井川　龍二 所属党派 自由民主党
期間

１月２６日から
第１回分

出納責任者氏名 井川　宏冶 ４月１５日まで

　　収　入 　　支　出

　主たる寄附 　　人　件　費
　（氏名・団体名） （寄　附　額）

　　家　屋　費
50,000

300,000 　　　選挙事務所費

40,000 　　　集合会場費
40,000
60,000 　　通　信　費

　　交　通　費30,000

　　支出のうち
　　公費負担相当額

計

　その他の寄附 0

　その他の収入 1,200,000

　今　回　計 1,770,000 　　今　回　計

　前　回　計 0 　　前　回　計

　総　　　 計 1,770,000 　　総　 　　計

項　　　目 金　　　額
選挙運動用ビラの作成 96,000

報告書受理年月日 平成３１年４月１５日　　第１回報告分

471,000
選挙運動用ポスターの作成 375,000



 5,240,700円

720,000 円
（職　業）

695,910 円
全国たばこ耕作者 政治団体 円
政治連盟 695,910 円
自由民主党徳島 政党 円
県支部連合会 0 円
大木　博文 無職 円
稲井　吉信 無職 円 1,200 円
増田　忠雄 無職 円
岩佐　雅美 無職 円 0 円
寺井　千代 無職 円
岩佐　益子 無職 円 　　印　刷　費 282,883 円
寺井　廣惠 無職 円

　　広　告　費 65,134 円

　　文　具　費 95,000 円

　　食　糧　費 178,855 円

　　休　泊　費 0 円

　　雑　　　費 37,516 円

１件 円

円

円 2,076,498 円

円 0 円

円 2,076,498 円

円
円
円

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１　選挙の種類　　平成３１年４月７日執行　徳島県議会議員一般選挙（阿波選挙区）

２　公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額（法定選挙運動費用額）

３　報告書の要旨

候 補 者 氏 名 寺井　正邇 所属党派 無所属
期間

１月２６日から
第１回分

出納責任者氏名 寺井　良仁 ４月１８日まで

　　収　入 　　支　出

　主たる寄附 　　人　件　費
　（氏名・団体名） （寄　附　額）

　　家　屋　費
200,000

　　　選挙事務所費
200,000

　　　集合会場費
72,000
72,000 　　通　信　費
72,000
72,000 　　交　通　費
54,000
54,000
54,000

　その他の寄附 1,200

　その他の収入 1,020,175

　今　回　計 1,871,375 　　今　回　計

　前　回　計 0 　　前　回　計

　総　　　 計 1,871,375 　　総　 　　計

項　　　目 金　　　額
選挙運動用ビラの作成 84,863　　支出のうち

　　公費負担相当額
計 205,123

選挙運動用ポスターの作成 120,260

報告書受理年月日 平成３１年４月１９日　　第１回報告分



 4,923,500円

225,000 円
（職　業）

66,940 円
自由民主党徳島県 政党 円
支部連合会 66,940 円
井上　眞規子 無職 円
木藤　博 無職 円 0 円
堤　園子 無職 円
西山　やす子 無職 円 60,810 円
川原　昌子 無職 円
川原　和行 無職 円 30,000 円
七田　義貞 無職 円
西　　 徳和 会社員 円 　　印　刷　費 627,160 円
真鍋　通子 無職 円
槙山　久司 団体職員 円 　　広　告　費 67,672 円
福下　憲人 無職 円
立川　義輝 無職 円 　　文　具　費 38,547 円
前川　孝幸 無職 円
槙山　玲子 無職 円 　　食　糧　費 38,490 円
細川　初子　　　　　　　無職 円
岡内　恵子 無職 円 　　休　泊　費 0 円

　　雑　　　費 22,296 円

４件 円

円

円 1,176,915 円

円 0 円

円 1,176,915 円

0 円
円
円

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１　選挙の種類　　平成３１年４月７日執行　徳島県議会議員一般選挙（三好第二選挙区）

２　公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額（法定選挙運動費用額）

３　報告書の要旨

候 補 者 氏 名 元木　章生 所属党派 自由民主党
期間

１月２６日から
第１回分

出納責任者氏名 細川　初子 ３月２９日まで

　　収　入 　　支　出

　主たる寄附 　　人　件　費
　（氏名・団体名） （寄　附　額）

　　家　屋　費
300,000

　　　選挙事務所費
20,130
15,000 　　　集合会場費
15,000
15,000 　　通　信　費
15,000
15,000 　　交　通　費
15,000
15,000
10,000
15,000
15,000
15,000
15,000
15,000
15,000
15,000

　その他の寄附 20,000

　その他の収入 1,000,000

　今　回　計 1,560,130 　　今　回　計

　前　回　計 0 　　前　回　計

　総　　　 計 1,560,130 　　総　 　　計

　　支出のうち
　　公費負担相当額

項　　　目 金　　　額

計 554,800
選挙運動用ポスターの作成

報告書受理年月日 平成３１年４月１８日　　第１回報告分

554,800
選挙運動用ビラの作成
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